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はじめに
　下津谷でございます。どうもお天気が良い日
にわざわざおいでいただきまして、ちょっと暗
い部屋で申し訳ありません。お天道様の下で
ゆっくりと遊んでいただければよい時間だろう
と思っておりますが、ありがとうございます。

田中則雄先生と樋口清之先生
　今日、レジュメで最初に出しましたのは田中則
雄先生（1）、ご存知の方もいらっしゃるんじゃな
いかと思いますが、町立野田高等女学校時代（2）、
昭和 21 年、田中則雄先生が台湾からお帰りに
なりましてね、こちらに就職されたということ
です。東京の方なんです元々はね。で、台北帝
国大学、昔のいわゆる東京大学、京都大学と同
じように台北に帝国大学がありまして、その台
北帝国大学へお入りになって。それで、インド
ネシアを中心とする南方の歴史を研究するとい
うことで、あちらでお勉強されたんですね、オ
ランダ語を中心として。
　田中先生おっしゃいましたけど、その頃学生
5、6 人で先生が 10 人以上、それで毎日宿題
を出される。大変なことで、学生時代は台湾旅
行なんて一度もしたことない。とにかく帰れば
すぐ予習・復習ですね。あんなに勉強したこと
は今までなかった、ということをおっしゃって
ました。
　田中先生がこちらに奉職されまして、日本史
を教えることになる。で、生徒さんに、あなた
たちの家の周辺に土器とか石器とかそういうも
のがいろいろ落ちてるところがあるだろう、野
田の場合、清水貝塚（3）が非常に有名ですが、
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そのあたり行って、拾って持って来てくれと、
夏休みの宿題で出したそうです。それで集まり
ます。で、それをご覧になっても田中先生はよ
く分からない。分からないんですけども、いず
れそれぞれの専門の先生に見ていただこうとい
うことで、学校で保管しておりました。
　その頃、野田高等女学校は地域文化というも
のは学校からというテーマを掲げましてね。文
化講座を開いておったようです。その一環とし
て、國學院大學の樋口清之先生（4）をお呼びして、
お話を伺っていました。その内容は、お化粧の
歴史ということで、非常に良いお話でしたと田
中先生はずっとお亡くなりになるまで私に会い
ますとね、私はちょいちょい（田中先生には）
会っておりましたが、おっしゃっておりました。
　（樋口先生は）非常にお話が上手な先生ですか
ら。学生時代から落語の研究をされたりして、
間とかそういうものを色々と研究されて、御自
分の講義の中にもそれを取り入れていらっしゃ
いました。私の先生なんですが、私は講義ノー
トは、樋口先生のノートを持ってないんです。
ノートを取るより面白くて、聴いてばっかりお
りましてね。試験はありましたが、何とか通り
ました。まあ、とにかくそういうような先生で、
ノートをとるよりは話を聴く方が面白いという
先生で、非常に売れっ子だった先生ですね。
　その先生をお呼びしまして、野田高校でその
お話を聞いて。樋口先生は学生の時の卒業論文
は装飾だった。縄文時代の装飾、耳飾りである
とかその他いろいろな装飾品ですね。そういう
ものを専門に研究されたものですから、そうい
う意味ではお手の物のお話だったのでしょう。

【講演録】ミュージアムトーク

博物館設立よもやま話
下津谷達男氏（元野田市郷土博物館長／元國學院大學栃木短期大學教授／野田地方史懇話会会長）
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　そのお話を聞いた後で、生徒さんが集めた土
器とか石器とかそういうものを展示しまして、
樋口先生から色々説明をお聞きした。樋口先
生、考古学の先生ですからね、それを教えてく
ださる。で、非常によかったということをおっ
しゃってましたね。

生徒の持ってきた破片から古墳を発見
　昭和 22 年というのはね、実は登呂遺跡の調
査が始まった時なんです。静岡市の登呂遺跡、
これは非常に有名ですからね、ご存じとは思い
ますが、最近は教科書の中から登呂遺跡が段々
消えていきます。吉野ヶ里とか弥生の遺跡が大
きなところがどんどん見つかるものですから、
それでいつの間にか地盤沈下してくるというこ
とになります。そこで今回、登呂遺跡を再発掘
しまして博物館展示を新しくしまして意気込ん
でやっているところです。私も今年の 2月ここ
に呼ばれまして、話をしてきました。
　登呂が非常に有名になって、発掘ブームと言
いましょうかね、そういうものが出てきた時代
ですから。ですから、田中先生がお集めになっ
て、それを樋口先生にお見せする、これこれし
かじかと説明をするのをお聞きになっておりま
すと、その中の1点に実は埴輪があったんです。
　それは円筒埴輪と言いまして、古墳の周りに
ぐるっと立てる円筒形の埴輪です。その埴輪の
破片がありまして、この埴輪を樋口先生がご覧
になりまして。大きな破片なのでこれは恐らく
その古墳が何かの理由で掘られて、それでそこ
から出てきたものでしょうと。この古墳へ行け
ばまだまだ埴輪はあるはずですよ、というよう
なことをおっしゃったそうです。
　田中先生は、早速この埴輪を持ってこられた
生徒さん、これは流山の方、お名前も私わかっ
てますけども、ま、それは別として。生徒さん
を呼びましてね、聞いたら家の裏山です。家の
持ち山です。家の持ち山にある古墳、2つばか
りあると。そこで根っこを掘って、根っこを掘
るというのは戦争中、松根油、皆さんご存じで
しょうかね。松の油です。燃料が足りなくなっ
て軍部が奨励して、あちらこちらで松を切って
は根っこを掘らせる。それから油をとる。松根

油を取るためにあちらこちらでずーっと乱伐、
それから伐根ですね。で、その家の山の方も、
そのお子さんが言うには、家の山も伐根して、
そのために埴輪が出てきたということで田中先
生も現場を案内してもらって、これはいいなと
いうことを感じたんでしょう。それで、早速こ
れを掘りたいと思ったそうです。しかし、まあ
掘りたいといってもそう簡単に掘れるもんじゃ
ありません。

野田地方文化団体協議会の発足
　そうこうしているうちに、丁度、野田地方文
化団体協議会（文協）（5）を結成しようという相
談会がありまして。野田高校も相談会に参加し
ていたようです。その文化講座の関係があるん
でしょう。それで、参加して色々話をしている
うちに、古墳の話をしたところ、面白そうじゃ
ないかという感じになりまして。それを早速掘
ろうじゃないかというようなことになる。文協
が設立されたのが昭和 23年かな。
　23 年に文協が設立されるんですけども、丁
度その頃は、野田市教育委員会ができた。教育
委員会というのは、始めのうちは必置じゃな
かったんです。任意設置といいましょうかね。
実際、昭和 27 年から必置になってきたと思い
ますけど。初めのうちは設置しても、しなくて
も宜しいと。野田町は 25 年に野田市となるん
ですが、野田には教育委員会を設置、早速作ろ
うじゃないかということで、手を挙げて 23 年
から早速設置するのです。で、教育委員は公選
です。選挙です。（町から指名で）選ばれるん
じゃなくて選挙でございます。いろんな公約を
訴えまして、選挙に出るんです。
　文協の最初の仕事は、教育委員会の委員選挙
のための広報活動をまずやるんですけれども。
また同時に、古墳の発掘というようなことに
なってくるわけです。啓発活動ですね。啓発活
動をやりながら古墳の発掘をやってみようかな
というようなことになったそうです。これは田
中先生からお聞きしておりました。

樋口先生との連絡係に
　丁度その頃、私は國學院大學の予科の学生な
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んです。昔の旧制の学部、大学は予科から学部
へ行くコースと、それから専門部と言いまして
これは短いんですけども、いわゆる初めから専
門に入ってしまう、初めから専門領域に入って
3年間で卒業する。そういうのがあったんです
が、私は予科に入って予科 2年やってそれか
ら学部に入った。旧制の高等学校、一高とか二
高とか言っとります、あれの代わりですね。
　予科に入ってから学部というコースを採った
んですけれども。田中先生はどこからかお聞き
になったんでしょうね。それまで私は田中先生
とは面識ないんです。で、夜私の家へ訪ねてこ
られて、これこれしかじかで、古墳の発掘をし
たいんだと。ついては、最近樋口先生の講演を
聞きながら土器・石器について、埴輪について
もお話を頂いたけれども、樋口先生にぜひ指導
してもらいたい。発掘の指導をして貰いたい
と。あんた大学へ毎日行ってるんだから、
ちょっと樋口先生の所に行ってまずその話をし
てくれと。受けてくださるかどうか、その話を
してくれと。いうようなことで、依頼されたん
です。で、その時ね、田中先生面白いことを
おっしゃるんです。条件と言うかな、ぜひこれ
だけは伝えてくれよと。私良く覚えておるんで
すけど、予算はあんまりありません。従って学
生諸君等の交通費はお渡しできません、その代
わり、その代わりってほどでもないけども、寝
る所と食べ物はありますと。そういうことです
ね。これだけは絶対に忘れないで言ってくれと
いうことで、私はそれを頭の中で繰り返しなが
ら研究室に入っていきました。それまで私はそ
の考古の部屋へ入ったことが無いんです。予科
ですからね、まだ何をやるか決めなくていい時
期、専門にまだ行く前ですから。実は國學院へ
入ったのは一つ大きな理由がありまして。私、
あの王朝文学というものとそれから軍記物、平
家物語とかああいうもの。ああいうものを中学
時代の教科書で読みましてね、好きになった。
で、そんなことをやってみようかなと。すると、
國學院ってのは面白そうだと。それからもう一
つは、数学嫌いなんです。試験に数学が無かっ
た。これはいいぞということで、受けたら無事
に入ったということなんですね。

大学研究室の予算事情
　まあそれでとにかく（研究室に）入って、その
ことを樋口先生に申し上げましたら、樋口先生
ね、お金が無くって調査できるかなって、しか
ししょうがないなって。しょうがないなっての
は、恐らく野田へ来て講演したことが頭の中に
すぐ浮かんだんでしょう。で、頼まれたんじゃ
しょうがないなということなんでしょうが。
　私はね、その時は、田中先生がおっしゃるの
は、変なことをおっしゃるなと思いながら、
ずっと来てたんですね。実は、後で気が付いた
んですけど、田中先生は、台北帝国大学の出身
で、帝国大学でしかも助手をやってるんです、
卒業してね。それで現地召集を受けて軍隊へ入
るんです。そういうことで、研究室の予算は、
田中先生はご存じなんですね。国立、帝国大学
ですから研究室の予算はかなり持ってたはずで
す。しかも外地でしょう。京城もそうでしたけ
どね。台北ですから国内、内地とは違います。
ですから予算的にも政府としてはかなり潤沢に
研究室予算は与えておったんだと思います。そ
れを使ってみんな研究活動をやるわけです。田
中先生の頭の中にはね、國學院の研究室にも研
究室予算があるだろう、ということが、頭の中
にあったんだろうと思います。だから、学生諸
君の交通費だけは研究室で出してちょうだい
と。それをまともに言わずに、お金が無いと言
えばそれでわかるだろうと、こう考えられたの
かなと、後になって思いましたね。
　実は私立の大学では、研究室予算はもう本当
に少ないです。あっても。研究室の予算は本当
微々たるものです。で、それから個人にね、一
人一人に図書の予算が付きます。私は 25 万
貰ってたかな。図書費ですね。研究のための図
書費ということで、貰ってましたけどね。学会
出張なんかは、費用は勿論出ますから、それは
まあいいんですけど、大学によっては、学会出
張は 1回しか行けないとかそういうこともあり
ます。学会はだいたい春・秋に 2回あります。
それからもう一つは、一人で学会に 7つ 8つ、
あるいは多い人は 10 ぐらい入ります。ですか
らそれぞれの学会へ行こうとしますとみんなギ
リギリなんですね。とにかく、そういう予算が
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大学に恐らくあるだろうと考えて、田中先生は
おっしゃったんだろうと今は思ってます。

調査した資料は現地で保管を
　いずれにしましても、いよいよ調査というこ
とになるんですが、実はこの調査がね、博物館
を作るための一つの布石になっているんです。
樋口先生もおっしゃっていましたけども、全国
で調査はあるけれども、だいたい調査して発掘
された資料が現地に残ってるってのは割と少な
いんですよ。皆大学に持ってきちゃうとかね、
あるいはよそへ、国立博物館へ持って行っちゃ
う。そういう形でね現地に意外と残らないんで
すよ。ですから、調査したらば現地にできるだ
け置くのが、当たり前の話。だけど、現地でそ
れを保管する、保存・管理する施設が無いとど
うしようもないということですね。これは、よそ
に持っていかざるを得ない。そういうことになる
んですけども。ですから、保存・管理する施設を、
やはり現地としても考えなきゃいかんというこ
とを、野田へ来てもおっしゃっておりました。
　樋口先生ご自身は、昭和 2年に清水貝塚を
学生時代掘ってるんですよ。発掘やってます
し。で、それは勿論掘ったものは持って帰りま
すね。それは別に故意にじゃなくて、大山史前
学研究所という、これは日露戦争で有名な大山
巌元帥。その方のお子さんが、やはり軍人にな
りまして、ドイツに留学しました。ドイツに留
学するんですけど、そこで勉強したのが考古
学。大山柏さん。大山さんは日本に帰って来て
大山史前学研究所を開きます。そこへ樋口先生
が出入りしてたんですね。
　大山史前学研究所は、東葛地方の関宿から
ずーと市川へかけての貝塚、江戸川縁の貝塚、
これを発掘して土器の形態・文様差から、年代
を決めていこうということで発掘をします。そ
の中の一環として、清水貝塚を掘ります。それ
から山崎貝塚も発掘します。その清水貝塚に樋
口先生もおいでになって。野田へですね、好感
を持っていたようであります。

初石古墳の発掘
　初め文協は、文協主催ということを言われた

ようですけども、やはり野田高校が主催した方
がよろしかろうということで、野田高等女学校
が主催しまして、発掘調査に入ります。
　初石古墳群と言っておりました、直径 16ｍ、
高さが 1.5ｍ、小さなもんです。これを掘りま
して、円筒埴輪が出てまいります。円筒埴輪は
（古墳を）ぐるっと回るんですけども、ここの墳
の場合には、半分東側だけ出てきましたね。大
体半分しか回ってないんです。ぐるり全部回ら
ない。要するに、回してあるところは前の方で
すね。それで、後ろの方は、埴輪を回してない。
真ん中も掘ったんですけどね、真ん中は全く何
も見つからない。で、結局埴輪は円筒埴輪だけ
の発見ということになるんです。
　その頃ちょうど登呂も掘ってますし、それか
ら木更津で菅生遺跡という有名な遺跡がありま
す。これは國學院で大場磐雄先生、私の先生な
んですが、大場先生が調査中。樋口先生は野田
の方で掘ってるということで、向こうの新聞に
出たり、野田の方も報道されたりなんかして、
非常に発掘ブームがこの辺に出るんですね。
　樋口先生は出来るだけ（出土したものは）現地
に残しておくということを言われたし、私もそ
れでずっと今日まで貫いてきております。私は
約 40 年間浜松で調査をやっておりまして、発
掘した鏡など、全部現地に置いております。そ
のために調査するのにいちいち向こうへ行かな
きゃいけませんけれど、不便なことですけど、
当たり前のことでもあります。
　そこで、その初石古墳から出土したものはで
すね、保管するところがないんですね。で、結
局興風会の図書館（6）、これは佐藤（眞）先生（7）

がいらした図書館ですね。文協の事務局が佐藤
先生というか興風会図書館にありまして。佐藤
先生がそれを主宰していくという形になりま
す。それで、興風会図書館で保管するというこ
とになります。

文協による東深井古墳の発掘
小円墳を調査しております時に、新川中学校の
教頭でいらっしゃった山田和夫先生、その方が
お見えになりまして、こういうものならうちの
方にいくらでもあるよと、東深井に。山田先生
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は運河駅のすぐ反対側のお宅ですから、運河駅
の出口の反対側、今は両方ともありますけど
も、（古くからあった現在の西口の）その反対側
のお宅なんですね。
　東深井に行きますと、たくさんあるとおっ
しゃる。私はそれ知らなかったものですから、
じゃあぜひ後で見せてくださいということで、
5月か 6月ごろ（初石古墳の）調査が終わった後
で、山田先生を訪ねまして、現場へ入ります。
東深井の台地の上に累々とあるわけです。先ほ
ど言いましたように松根油、松の木の根っこを
取った痕跡がいっぱいありました。石棺を包ん
である粘土などは散らかって、それはもう大変
だと。
　で、聞くところによると、当時食糧事情が非
常に悪いですから、開墾したいと言ってると言
うんで。出来るだけ早く調査しなきゃいかんと
いうことで帰ってきましてね、佐藤先生にお話
しました。そこで現地に一緒に行ったんだと思
います。やはり調査は急がなきゃいかんという
ことで、また文協の方で調査ということになる
んです。その時にはもう文協は成立しておりま
す。文協の会議にかけてね、調査に入る。
　あとになって田中先生に最初の調査、初石の
時に一体お金はどうしたんですかと聞いたら、
私は知らないと言われました。ですから田中先
生以外の方がお金のことをやってたんでしょう
ね。
　学生諸君は野田高に泊るわけですね。炊事は
野田高の生徒さんがやってくれる。で、お風呂
はどうしたかといいますとね、七工場（8）、今
のもの知りしょうゆ館があるあそこへ行きまし
てね、職員さんたちが入る大きな風呂があるん
ですね。学生は皆びっくりしてましたよ。蒸気
で沸くのでびっくりしてましたね。わーと蒸気
で沸くんですね。そういう大きなお風呂へ入っ
て、それでまた野田高へ帰ってくるということ
ですね。それで夜はミーティングがありまし
た。私もね、実は話が前後しますけど、初石古
墳の（調査と樋口先生の）橋渡しをやっただけで
ね、その頃はまだ考古学をやるとは思ってな
い。だけども、何となく、家から野田高まで歩
いて 10 分もかからないんです。ですから、夜

顔見せないとちょっと具合悪いからと顔を出
す。すると明日も来いよって話になるんです
ね。で、明日現地に行きます。そうこうしてい
るうちに毎日毎日、夜は野田高、昼は現場とい
う風になりましてね、段々段々はまっていくん
ですね。
　調査が終わりましてもちょっと何かあります
とすぐ研究室へ来いと話が来る。研究室にいる
と非常に便利ですから、そういうことで段々根
城になっていくということになる。そういうこ
とになりますと、先輩からあそこの遺跡に行く
からちょっと一緒に来いと、そういう形であち
らこちら引っ張り回されると。発掘あるから参
加するとか、段々段々はまっていくという形に
なります。

郷土博物館建設運動の始まり
　それで、実は東深井の古墳の方もそうなんで
すけれども、これは大変だということで文協の
方へ話をして、文協が中心になりまして、今度
は野田高校は援助という形になり、それで（発
掘調査を）やられたわけですね。
　その時には田中先生は忍岡かどこか（9）、東
京の方へ、都立の方へ（勤務先が）変わられてお
りますけれども、次の先生がやってくれまし
て、野田高校と一緒に國學院の考古学会の学生
諸君も来まして、それで一緒に調査をして大き
な成果を挙げるということになるわけでありま
す。
　その時もにやはり出土した鉄の矢じりである
とか玉であるとかは、全部図書館で保管すると
いう形で。保管場所はそこしかない。で、興風
会図書館に置いてもらって、夜になると懇親を
兼ねた発表会といいますかね。それもやはり興
風会図書館で開催するということになります。
興風会図書館が博物館を作るための一つの根城
と言うか根拠地みたいな感じになってくるわけ
ですね。文協の中にも池松（武之亮）さん（10）と
か市山盛雄さん（11）そういう方たちが中心にな
りまして、博物館を作ろうじゃないかという動
きになって参ります。
　で、昭和 24 年、東深井で調査をしたあと、
10月の野田町文化祭に合わせて「東葛地方の古
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代文化展」、これを開催しました。実は博物館
を作ろうじゃないかという動きは、文協の中か
ら出てきていたんですね。
　教育委員会としては、その頃まだ博物館を作
ろうということはあまり考えてなかったと思い
ます。文協の中から、こういう立派なものがあ
るのに、これを地元に置くためにはどうしても
博物館を作らなきゃいかん。野田には立派な図
書館がある、これは興風会のことですけれど
も。図書館はあるんだから、博物館も市立でど
うしても作ろうじゃないかということで博物館
の建設を要望します。それで 8月野田市にそれ
を陳情する。これを文協がやったんです。これ
もやはり市民運動ですね。非常にそういう意味
では珍しい。9月に、文協内に郷土博物館建設
促進特別委員会を設け、資料の収集を始めると
いうようなことがありました。

中根八幡前遺跡の発見
　そんなことをやっていますうちに、実は 26
年、中根八幡前、弥生式住居址とよく言ってお
りましたが、その中根八幡前で遺跡が見つかり
ます。
　これは石毛直道君（12）、今は京都におりまし
て民族学者として世界的に有名なんですけど
も。京大を出ました。石毛君のお父さんは野田
市の教育長をやっておられました。私の元へ来
て、中学時代からずっと一緒に歩いていたんで
す。直道君が考古をやりたい、大学はどこがい
いかと（聞いた）。私は絶対京都へ行けといっ
た。直道君の性格を考えるとね、京都がいいと。
お父さんは東大行かせたかった。けど、直道君
の性格は京都がいいということで京都へ行けと
言って京都へ行かせた。私は一浪して入ったと
思っていたが、二浪したと彼は言っていました
ね。とにかく二浪して京都へ入りました。
　京都へ入って考古学やりだしたんですけど、
だんだんだんだん考古学から民族学、といって
もフォークロア、現代の民俗社会でなく、いわ
ゆる未開社会、そういうところへ行って探検研
究する、そういう方面に惹かれた。それで一番
最初はトンガ王国、それが一番最初であった。
その中で考古学から民族学へと、だんだんだん

だん傾いていくわけです。
　それは別として、その直道君が、二中（野田
市立第二中学校）の中学時代に中根八幡前で私
と一緒に行って調査をした。調査というよりも
見つけた。直道君が私の家に来たのは、中根八
幡前遺跡があるあの場所から田んぼを超えて向
こう側、南の方に土器が散ってる所があります
よというんで、それじゃ行こうということで。
二中前からあの場所まできたところ、吉岡初太
郎さんのお宅の畑だったんですけども、その畑
がね、何かの作物を採った後で大分土が散ら
ばってたんですね。平らじゃなくて大分盛り上
がったり、土があっちこっち散ってるから
ちょっと入ってみようと入ってみたらば土器片
があって、その土器片が縄文ではない、こんな
の珍しい。その頃まだ、あまり弥生とか古墳時
代の土器が野田地方では見つかってなかったも
のですから、これは珍しいということで早速、
吉岡さんの所でシャベルを借りまして、スー
と、掘ってみた。深く掘るんじゃなくて、浅く
攫ってみたんですね。そしたらね、線が出てき
たんです。赤土と黒土の境がずーと線状に。こ
れは住居跡出るぞということで止めまして。早
速、吉岡さんに話して、発掘してもよろしいか
と尋ねたところ、3月から 4月半ばまでならば
いいという話になったので、それを持ち帰って
教育委員会へ話をしました。教育委員会でその
時にね、予算がある程度使えるものが、少し
あったんですね。それを使おうかということで
調査ができたんです。
　ここ（レジュメ）に公費支出と書いてあります
けれども、公費を使った調査では野田で初めて
です。だけどここに書きますとね、全部公費だ
と思うかもしれませんが、実はお金は微々たる
ものでしてね、フィルムを買ったり消耗品を
買ったり、そのくらいしかないのです。学生が
5～ 6人来ましてね、私の家に泊まってそれで
現場へ行ったんですね。ですから、公費は出し
たんですけれども、私費も交じっておるという
ようなことになるんです。しかし公費を出した
初めての調査です。珍しいです。
当時としては大体そんな話を持ち込みますと
ね、お前らの道楽でやるのに公のお金を出す必
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要はないというのが普通なんです。あちらこち
らで私もずいぶんそれを言われました。以前は
そんなものです。考古学で発掘したいと言いま
すと道楽だと言われましたね。野田の場合には
なかった。このようになりまして、住居跡から
土器も発見されました。それを保管するのも興
風会図書館です。ひいては文協がそれを後押し
するということになるわけです。

食生活展の開催
　そうこうしているうちに、文協協力によりま
す食生活展（13）が樋口先生を中心として行われ
ます。これは興風会館で展示をしました。素晴
らしい展示でして、私は学生なんですけれども
手伝いました。これは教育委員会が樋口先生の
お宅、國學院の考古学資料室、あるいは相模女
子大学（生活史研究室）などから資料を借りてき
ました。樋口先生は相模女子大学にも行ってま
したから、資料を相模女子大に持って行って
あったんです。同時に中央婦人会あるいはキッ
コーマンとか保健所とか、その他いろいろな方
面に協力をお願いしました。これ単なる協力
じゃなくてね、食生活について調査をしても
らったんです。衛生状態はどうだとか展示して
いく。これは当時の画期的な展示のやり方だと
思います。これを私も学生でしたけれど、樋口
先生に言われて一緒になってやりました。
　この時の写真が、図録の中にも出ておるんで
すけどね。これは後でご覧なってください。こ
の図録の中に、展示品の写真も出てます。そこ
に文字が書いてあります。説明ですね。その文
字全部樋口先生が書いたんです。朝、現場、興
風会館へ行きましてね、それで腕まくりをし
て、書いていく。資料一点一点全部ですね、こ
の説明と資料の名前も全部樋口先生がお書きに
なられました。樋口先生達筆ですからね、立派
な文字で書いてありますね。これはもう非常
に、当時としては珍しい展示会で、よそからも
たくさんの方がおいでになりました。その前に
住居の展覧会をやっておるんですけど、やって
おるんですけど記録を残してなかった。で、食
生活の時にはこれは反省しまして、記録を残そ
うということで。佐藤先生が中心となりまし

て、パンフレット作りました。食生活展の記録
がね、（この特別展会場にも）展示してあるのか
な、そういう記録を作りました。

萬葉歌碑の建設
　それからもう一つは、これは市山盛雄さん。
市山さんは後でお名前が出てきますが歌人なん
です。歌詠み。歌詠みで「眞人」という歌の雑誌
を主宰しておられました。非常に造詣が深い。
それから歴史の造詣もかなり深い。キッコーマ
ンでは人事部長やられ、キッコーマンの社史も
編さんされました。山口県の方です。しかも交
友関係が非常に広いんですね。そういうお方で
す。
　で、私が中根八幡で掘りました土器は、当時
としては弥生時代の一番新しい時代の土器だと
私は思いました。前野町式という形式なんです
けど、弥生時代の最終のもう古墳時代に入る、
そういうような時代の住居であるということで
発表しました。それで、あそこを弥生式住居と
付けたんです。
　今は土器の研究がどんどん進みまして、あれ
が古墳時代の初めに入ることが分かってきまし
て。今は古墳時代の初期、4世紀としておりま
す。とにかく弥生時代と発表しましたので、市
山さんはこれは米を作る時代。米を作るという
ことで葛飾早稲の歌が万葉集にあると。私はそ
の時は知らなかったんです。万葉集の色々な歌
の中に「鳰鳥の葛飾早稲を饗すともその愛しき
を外に立てめやも」という歌があるということ
を。鳰鳥は枕詞ですから、神聖な神様にお供え
する食べ物を作った。恋しい人は外に居て扉を
とんとんと叩いているけども、外に立たせてお
くことができましょうか、立たせておけませ
ん、と。迎え入れたということですね。
　その歌なんですけども、その歌を引き合いに
出されまして、歌碑を作ろうと。歌碑の建設を、
市山盛雄さんを中心に、文協が中心となって募
金活動その他を始めました。それで立派な歌碑
が建つんです。歌碑の文字は尾上柴舟さん（14）、
歌人でもあります書家でもあります。その方の
筆で書いてもらって、あそこへ碑が立ちます。
その碑を建てるお金は全部寄付で賄ってます。
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ついでにあの土地も買ってしまおうということ
で、あの土地を吉岡初太郎さんから買って。そ
の歌碑を立てる委員会がですよ。で、土地を
買って野田市に寄付をする。そういうことであ
そこに弥生公園というのが出来上がるわけで
す。

具体化する博物館建設
　とにかくそういうような運動があって、これ
も博物館を作れば弥生公園なども博物館の施設
の一環となるということで、文協を中心とした
後援会活動はですね、非常に素晴らしい働きを
してくれたわけです。
　そういうようなことでありまして、漸く 29
年、郷土博物館建設が野田市議会で議決され
る。で、設立準備委員会というのができます。
勿論この中には佐藤先生も入ります。設立準備
委員会というのは市議会議員と、学識経験者と
かいろんな人がお入りになりますが、この段階
でも実は設立準備委員会の事務局と資料の保管
場所を、興風会図書館内に置かせてもらうよう
教育委員会から財団法人興風会に依頼というこ
とで、結果的には図書館の中に置かせてもらう
ということで、図書館の 2階の一室をですね、
博物館設立のための資料保管室として使ってい
ました。この頃は樋口先生の寄贈もありました
し資料はどんどんどんどん集まっていました。
準備室の看板も興風会図書館の看板と並べてか
けてありました。
　昭和 30 年、博物館資料展示会を興風会館で
行いました。たくさんの資料を興風会館で展示
しました。これは博物館建設のための一つのア
ピールにもなるわけです。

野田醤油株式会社からの建設資金と茂木佐平治邸
の寄付
　そこへ昭和 31 年、それに更に推進する動き
を早めたのは野田醤油株式会社（15）から創立
40 周年記念として、博物館建設資金 1千万円
と茂木佐平治邸、現在の市民会館ですね、これ
を野田市に寄贈するということになったわけで
あります。市山さんが言っておられたけども、
市山さんは醸造博物館を作れ作れと盛んに言っ

ておられたんですね。博物館を作れ作れと言っ
ているなら、野田市が作る、そこへ乗ったらど
うだということで、市山君 1千万円付けてやろ
うということを言われたそうです。市山さん喜
んでましたね。
　しかしこれ、後でまた別の話ですが、当時の
市長さん戸邉織太郎さんでしょう。戸邉市長に
は期待はずれだったというのがキッコーマンの
一部の中から出たようです。キッコーマンで 1
千万円出せば、野田市もね、少なくとも 500
万位は乗せるだろうと。うまくいけばまあ 1千
万乗せるかもしれない。そうすると 2千万あれ
ば当時の博物館としては、まあいいものが出来
たんじゃないかなということをいっておられま
したね。そんなこと市山さんも言われてました
ね。だから戸邉市長に一杯食わされたと。
　しかしそれは別として、当時その 1千万を頂
いて、それを基金として。池松武之亮さん、い
びき先生ですね。池松先生から 5万円頂いたん
ですよ。博物館の基金として。それからね、文
部省からね 25万補助金をもらいました。
　時間が無くなってきましたから簡単に申し上
げますと、私が博物館の学芸員としてここに来
たときには博物館の職員は私を入れて 3人で
す。学芸員、事務員、用務員の 3人。館長は教
育長兼務ですからここにはおりません。3人で
全部です。
　そこへ後で昭和 41 年か、文化財保護条例を
我々ここで作りました。そしたらば、条例を
作ったんだから文化財も全部お前の所でやれ
と、博物館が担当することになるのです。です
から、私がおりました間は文化財保護業務を
やってましたね。私が退職して今の社会教育の
方へ移ったんですね。そういうようなことで私
は発掘やったり整理をしたり、さらに博物館の
仕事もありますので忙しかったけれど楽しい仕
事でした。
　私が学芸員に入ってから社会教育課長、吉澤
さんという方ですが、ちょっと一緒に来いとい
うから文部省へ行きました。これは補助金を
貰ったお礼だって言うんですね。そんなことも
やるのかなと思いながら行ったんですけども。
そしたらね、社会教育課長、文部省の、えらい
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威張ってましたね。その頃文部省は補助金は県
立館だけと決めていたそうです。県立館を作る
ときには補助金を渡すけれども、市立までは手
が回らない。それを、特別に、野田市だから分
けてやったんだと。ただそれだけのことで威
張ってました。えらい威張ってる奴だなと思い
ながら私も聞いていたんですが。

建設された博物館への想い
　しかし、それは別として 1千万円というのは
やはり、作るために非常に大きな力になったの
はまぎれもないことであります。で、戸邉市長
は出来上がってからもちょいちょいおいでにな
りまして、この場所にこれ作ってよかったと。
いくつもつくる候補地はあったのですけれど
も。結局、市民会館、茂木佐邸が寄付されたの
で、ここに入れるのが一番安全だと。塀もちゃ
んとあるし、門もあるし、市民会館を保全する
ための人の住み込みが居るし、非常に安全だと
いうことでここにした、ということをおっ
しゃってました。
　ただ、ここは場所が狭いから、これ以上広げ
ることはなかなか無理ですね。そういう点では
ちょっとまあ不便なところですけども。だから
博物館の必要条件である収蔵庫、立派な収蔵
庫。そういうのは作れません。現在の蔵（今の収
蔵庫）を壊せば、そこに収蔵庫作れば作れるん
ですよ。とにかく立派な収蔵庫がないというの
は困る。博物館が（資料を）整理するための部屋
はやっぱり必要です。それから写真撮影をする
部屋も当然必要になります。それから学芸員が
研究する場所、これも必要になります。そうい
うものはね、まだまだできてない。ただ市民会
館が一緒になりましたので、最近は向こうで仕
事ができますから、そういう意味では割合と良
くなったといえると思います。
　それはまた別として、とにかく博物館ができ
て、これが千葉県の登録博物館、これは博物館
法がありまして、博物館法で登録された千葉県
の第一号なんです。これ以降県内で段々堅実な
ものを作るようになっていきました。まあそう
いう意味では非常に意義のある博物館ですね。
　野田市は一号というのが割とあります。文化

財も千葉県の文化財指定第一号が清水貝塚です
から。ただ第一号になってその後はどんどん
（施設を）拡張してゆければいいんですけども、
なかなかその辺ができにくいということになる
わけですね。

建設運動に尽力された池松武之亮先生
　最後に佐藤さんなど（建設運動に尽力された
主な方々をレジュメに）書いておいたのですけ
ども、（佐藤さんは）お話の中で出しましたけど。
池松武之亮さん。お医者さん、いびき博士。こ
の方非常に有名で皆さんご存知の方多いと思い
ますが、池松先生はやはり博物館を作る上で積
極的に動いていただきましたね。町会議員を昔
やられたこともある。
　それから池松先生は先進的なんですね。すぐ
に新しいことを思いつく。ですから、博物館は
どうあるべきか、もっと博物館を大きくしな
きゃいかんということもそうです。それから当
然、医学の方は大きな病院、設備の整った病院
を作ってそれで個人の開業医はその一つの衛星
みたいなサテライトみたいになります。自分で
診察して何かあれば大病院へ送り込む、開業を
した医者が、自分が送り込んだ患者はその病院
まで行って診察する、診る。そういうことをや
らなきゃいかんということを盛んに言われてま
した。これは私は非常に良いご意見だと思って
おるんです。それからまたお医者さん自身の研
修にもなりますし。
　皆さんご存じの方いるかもしれませんが、巡
回診療を池松先生はやられた。野田から関宿地
区。曜日を決めまして、ステーションを決めて、
そこへね、ジープを改造した車で巡回診療に入
ります。何月何曜日何時にここに行きますよ
と。どこどこって場所決まってますから。で、
そこへ行って診療することをやられましてね、
地元の人に大変喜ばれた。
　で、私はその巡回診療で助かったのは、関宿
の方に調査へ行くのにね、自転車ですから昔は
ね、これ大変なんです。でね、巡回診療を利用
しまして、乗せてもらうんです。その診療車で
自分の行きたいところに近いところで下ろして
もらって。で、時間までにその診療している場
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所へ行っておれば、また乗せて帰ってきてもら
えますからね。それをね、ちょいちょい利用し
ました。巡回診療を池松先生がやられて、（博物
館開館後は）博物館協議会の委員にもなってい
ただいたし、佐藤先生もそうです。市山さんも
そうです。協議会の中でいろいろなご意見を出
していただいて、博物館運営には非常に役に
立ったということであります。

むすび
　どうも時間があまりないので、色々申し上げ
たいことが沢山ありますけども、一応これで終
わらせていただきます。後は、（博物館運営に必
要な）人脈とかいろいろあります。何しろ人が
いない。何かやろうとしますと人脈を使って資
料を集めるしかない。で、結局電話一本でなん
とかできる人脈がかなりあったものですから、
特別展とかを開催していったということであり
ます。じゃあ、これくらいで一応終わりたいと
思います。どうもありがとうございました。

1919～ 2011。昭和21年に町立野田高等女学校に着
任し、地理・日本史を教える傍ら「社会クラブ」を創
設。生徒を連れて市内の遺跡等を探訪しており、こ
うした活動が女学校と樋口清之や野田地方文化団体
協議会をつなぐきっかけとなった。醤油や利根運河
に関する研究を行い、野田市史編さん委員会委員や
同専門（編集）委員などを務めた。
町立野田高等女学校は大正14年創立。昭和23年か
ら県立野田高等学校となり、平成18年に千葉県立
野田北高等学校と合併し、千葉県立野田中央高等学
校となった。
野田貝塚の別名。野田市の清水公園周辺に広がる馬
蹄形の貝塚で、昭和11年に千葉県の史跡に指定さ
れた。
1909～ 1997。考古学者・國學院大學名誉教授。國學
院大學考古学資料室（現・國學院大學博物館）を創設、
発展させた。当館の設立にあたっては、郷土博物館
のあり方や資料の収集方針などに大きな影響を与え
た。
現・野田市文化団体協議会。昭和23年に野田の文化
団体が横の繋がりを持ち、お互いに連絡を取り合う
ことで地域の文化向上を目指すことを目的に結成さ
れた。
昭和4年から昭和50年まで野田の図書館は財団法
人興風会によって運営されており、野田地方文化団
体協議会や博物館設立準備委員会の事務所が置かれ、
文化活動の拠点となっていた。その後、財団法人興
風会図書館の運営を経て、昭和54年に野田市に寄
付され、野田市立興風図書館となった。
1907～1991。興風会図書館館長。野田地方文化団体
協議会副会長・理事長、博物館設立準備委員会委員、
博物館運営協議会委員などを務めた、戦後の野田の
文化活動における中心人物の一人。令和元年度特別
展「郷土史へのまなざし～博物館誕生のものがたり
～」では、佐藤を軸に当館が開館を迎えるまでの歴史
を紹介した。
現・キッコーマンもの知りしょうゆ館（野田工場）。
大正 15 年竣工。当時の最先端の機械と技術を導入
した近代工場として、醸造業界の先駆となった。竣
工当初は第 17 工場であり、昭和 17 年から昭和 62
年までは第7工場と呼ばれていた。
田中則雄の野田高等学校の次の勤務地は東京都立雪
谷高等学校。東京都立忍岡高等学校は定年を迎えた
学校。
1912～ 1990。医師。いびき研究の先駆者で、「いび
き博士」として知られる。野田市内で池松耳鼻咽喉
科を開業する傍ら、野田町会議員や野田地方文化団
体協議会会長（2、8 代）を務め、野田市の文化活動
の発展に尽力した。

註
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）
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1897～ 1987。野田醤油株式会社社員。人事部長な
どを務めたほか、同社の社史編纂に携わる。博物館
設立にあたっては野田醤油株式会社との橋渡し役に
もなり、博物館設立準備委員会委員、博物館運営協
議会会長、野田地方文化団体協議会会長（6 代）な
どを歴任した。歌人としても多数の著作がある。
1937～。文化人類学者・民族学者。国立民族学博物
館名誉館長。中根八幡前遺跡のほか、昭和 31 年に
は香取原古墳群の第一号墳の発見にも関わった。
昭和 27 年に野田市文化祭に合わせて興風会館で開
催された。展覧会の記録として「食生活の変遷―食
生活展覧会史料集成―」が昭和29年に刊行された。
1876～ 1957。市山盛雄が師事した岡山県津山市出
身の歌人・書家・国学者。
現・キッコーマン株式会社。大正6年設立。

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）
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【寄稿】

オンライン検定システムの開発
野田もの知り検定企画実行委員会

委員長　大澤一秋

はじめに
　
　野田もの知り検定企画実行委員会では、令和
２年５月に「野田もの知り検定オンライン」の運
用を開始した。同検定は、同会として初めての
検定開催でもある。
　同検定は、Google 社のクラウドサービス上
にGoogle Apps Script というプログラミング
言語を用いて開発した「オンライン検定システ
ム」によって実現されたものである。
　本稿は、同システムの開発を紹介すると共
に、その応用を提案するものである。

１．開発の経緯
（１）野田もの知り検定企画実行委員会について
　「野田もの知り検定企画実行委員会」は、ご当
地検定制度の創設とその実施・運用を目指して
平成 28 年 10 月に結成された市民団体である。
当会は、結成以来、野田市域の自然・地理・文化・
歴史の４分野での検定問題案の作成を行いなが
ら、年３回ほどのクイズ大会を市主催のイベン
ト会場などで開催し検定の実施に向けて模索し
て来た。

（２）検定実施に向けた課題
　検定の実施ともなれば、検定会場費、チラシ
やポスターさらに検定問題用紙や認定証の印刷
費などがコストとして発生する。それを賄うた
めには一定の資金が必要になる。しかし、野田
もの知り検定企画実行委員会は、有志の一般市
民を構成員とした任意の市民活動団体であり、
その資金基盤は脆弱である。
　検定費を徴収することで、それらを賄うこと
も考えられるが、これまでのクイズ大会の実施
を通じて得られた感触では、それは難しいと判
断せざるを得ない状況であった。
　そもそもご当地検定制度の創設は、野田市域

のまちづくりと魅力発信を目的にしており、気
軽に誰でも参加できることを目指していたから
有料化は安易に選択したくないとの意見が当会
メンバーには多くあった。だからと言って、野
田市に資金援助を求めることは、ボランティア
精神にも反するものであるし、昨今の市財政状
況を見れば出来ることではない。

（３）災い転じて
　資金問題に解決策が見いだせないまま３年の
年月が経過していた令和２年２月、世界的なコ
ロナウイルス禍によって当会活動も一時縮小せ
ざるを得なくなった。４月になると政府により
緊急事態宣言も発令され、公共施設も休館とな
り当会活動は一時的に休止した。
　また、全国でコロナウイルス感染予防策とし
て StayHome が励行され、企業における勤務
や会議、病院の診療、学校の授業などのオンラ
イン化が社会要請としてあり進められる様に
なった。
　コロナウイルス禍の状況下では、この様に
「オンライン」が重要なキーワードとなってお
り、当会が実施を目指しているご当地検定にお
いても真剣に検討する必要が感じられた。しか
も、オンライン化できれば会場費も印刷費も不
要であり、永年の課題を一気に解決することに
もなる。

２．オンライン検定に求められる機能
　ご当地検定をオンラインで実施する場合に求
められる機能を整理すると、①色々な端末（ス
マートフォンやパソコン）での検定、②採点と称
号判定、③電子認定証の生成、④電子認定証の送
付の４点であり、さらにこれら一連の事務作業
の自動化も併せて必要な機能ということにな
る。
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　検定問題出題画面で全ての 4 者択一問題
に答え、送信ボタンをクリックすると
Google クラウド上の「スプレッドシート」に
より、入力された個人情報や回答が記録さ
れる。
　なお、インターネットを介した通信は、
SSL（6）で暗号化が行われており、盗聴や改ざ
んの危険はない。

（２）採点／称号判定機能
　「フォーム」によってデータが送信されたこと
（回答などが送信されたこと）がきっかけとな
り、Google Apps Script で記述されたプログ
ラム（後述する）が実行され、称号の判定がされ
る。なお、採点は、「フォーム」の機能によって
行われている。

（３）電子認定証生成機能
　「ドキュメント」によってあらかじめ作成して
おいた電子認定証のひな形【写真３】を同プログ

ラムが読み出し、シリアル番号、受検者氏名、
称号、点数（採点結果）、年月日をセットして
PDF（7）に変換した電子認定証を生成する【写真
４】。

（４）電子認定証送付機能
　受検者氏名、受検者電子メールアドレス、電
子認定証などが同プログラムによってセットさ
れ「Gmail」によって送信される。

【写真３】 【写真４】
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５．プログラム
　Google クラウドの各機能を連携させるプロ
グラムはGoogle Apps Script で記述されてい
る。
　以下に全コードを公開するが、非常に簡単な
プログラムであることが分かる。

// 自動検定プログラム ©2020 Kazuaki Ohsawa
function myFunction(e) {
//受検データ読込
var sheet = SpreadsheetApp.getActiveSheet();
var row = e.range.getRow();
v a r  m a i l A d d  =  s h e e t . g e t R a n g e
(row,2).getValue();
var score = sheet.getRange(row,3).getValue();
var name = sheet.getRange(row,4).getValue();
var num = row - 1;
var d = new Date();
var year = d.getFullYear();
var month = d.getMonth() + 1;
var date = d.getDate();
var fileName = '認定証 ' + '(' + name + '様 )';
//称号判定
if ( score >= 100) {
var title = '野田もの知り大博士 ';
} else if ( score >= 80 ) {
var title = '野田もの知り博士 ';
} else if ( score >= 60 ) {
var title = '野田もの知り先生 ';
} else if ( score < 60 ) {
var title = '野田もの知り学生 ';
}
//認定証ひな形をコピー
var sourceDocument = DriveApp.getFileById
(' ■■■■■■■■■■ ');
var copyDir =DriveApp.getFolderById
('■■■■■■■■■■ ');
var duplicateDocument =
sourceDocument.makeCopy(fileName, 
copyDir);
v a r  d u p l i c a t e D o c u m e n t I d  =  
duplicateDocument.getId();
//コピーした認定証ひな形のURL を生成

var createUrl =
'https://docs.google.com/document/d/' + 
duplicateDocumentId + '/edit';
// 認定証を生成
var certification = DocumentApp.openByUrl
(createUrl)
var body = certification.getBody();
body.replaceText('{num}','G' + num);
body.replaceText('{title}',title);
body.replaceText('{score}',score);
body.replaceText('{name}',name);
body.replaceText('{y}',year);
body.replaceText('{m}',month);
body.replaceText('{d}',date);
certification.saveAndClose();
// 生成した認定証を取得
var certification = DocumentApp.openByUrl
(createUrl);
//PDF 変換
var pdf = certification.getBlob();
// 作成した PDF 認定証をメールに添付して送
る
var subject = ' 野田もの知り検定（オンライン）
の結果通知 ';
var senderName = ' 野田もの知り検定企画実
行委員会 ';
var body = name + ' 様 ¥n¥n 野田もの知り検
定（オンライン）の受検ありがとうございまし
た。¥n 認定証を添付します。¥n¥n 野田もの知
り検定企画実行委員会 ¥n 委員長 大澤一秋 ';
MailApp.sendEmail({to: mailAdd, subject: 
subject, name: senderName,
body: body, attachments: pdf });
// 認定証削除
v a r  r e m o v e D o c u m e n t  =  
DriveApp.getFileById
(duplicateDocumentId);
copyDir.removeFile(removeDocument);
}

注１：プログラムコード中、Google クラウド内の ID 
番号などは■■■で伏字としている。
注２：プログラムコード中の”¥”記号は本来バックス
ラッシュ。
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６．応用提案
　当会は、本稿で紹介したオンライン検定シス
テムによって「野田もの知り検定オンライン」の
運用を開始した。これは、当会が平成 29 年度、
30 年度、31 年度にそれぞれ発行した冊子「野
田もの知りクイズ５０」、「同 Part2」、「同 Part3」
【写真５】を出題範囲として 50 問の検定問題を
出題し、その成績に応じて「野田もの知り大博
士」、「野田もの知り博士」、「野田もの知り先生」、
「野田もの知り学生」の４ランクの称号を認定し
電子認定証を電子メール送信するものである。
　システムは、Google クラウド上で 24 時間
365 日稼働しているからネット環境さえあれ
ば誰でもいつでも野田市域に関する「野田もの
知り検定オンライン」の受検が可能である。
　当会は、同検定によってまちづくりや野田市
の魅力発信につながればとの思いで開発・運用
している。同様のシステムは、Google のアカ
ウントを入手すれば誰でも比較的簡単に構築・
運用することが可能である。野田市には、鈴木
貫太郎記念館、関根名人記念館、野田市郷土博
物館・市民会館・こうのとりの里など特徴的な
文化施設が存在する。同システムを応用すれば
各施設に特化した検定の実施と認定証の送付が
簡単に実現可能である。これの応用によって野
田市自らが検定という「あそび」を主催し、魅力
発信をしていくことを本稿の最後に提案とした
い。

簡易プログラム機能
文書作成機能
表計算機能
アンケート収集・集計機能
簡易的なプログラミング言語の一種。携帯電話など
の開発に使用されているプログラミング言語Javaが
ベースとなっている。
Secure Sockets Layerの略：インターネット上でデー
タを暗号化して送受信する手順。
Portable Document Format の略：電子文書の配布・
交換・蓄積を行うために用いられる標準的な形式。

註
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

（6）

（7）

【写真５】
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写真１
枡（茂木家上棟式記念）。内寸が幅 150mm×奥行 150mm×高さ 80mmの一升枡。側面には打ち出の
小槌や宝鑰などが描かれている。

写真２
枡（茂木家上棟式記念）底面。「大正十一年一月五日茂木家上棟式」の部分は別の筆で上書きされている。
もとの筆が一部に見られ、後年になぞったものと思われる。
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→
中
田
龍
堂
様

ア
カ
シ
ヤ
園
　
柳
常
八
、
野
田
出
張
所
　
野
田
い
ち
ご
園

→
中
田
龍
堂
殿

新
井
小
三
郎
→
中
田
龍
堂
様

新
井
次
郎
→
中
田
龍
堂
様

鈴
木
又
七
→
中
田
龍
堂
様

髙
梨
忠
八
郎
→
中
田
龍
堂
様

内
田
弥
助
→
中
田
龍
堂
先
生

藤
崎
定
助
→
中
田
龍
堂
先
生

備
考

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
元
湯
神
泉
亭
前
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
東
葛
飾
郡
野
田
町
野
田
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
、
神
泉
亭
前
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
元
湯
神
泉
亭
前
」

差
出
人
住
所「
流
山
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
高
野
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
東
京
市
淀
橋
区
下
落
合
二
丁
目
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
流
山
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
綴
町
在
高
野
温
泉
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
東
葛
飾
郡
野
田
町
上
花
輪
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
中
野
台
」

宛
先
住
所「
東
京
市
淀
橋
区
下
落
合
二
丁
目
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
東
葛
飾
郡
川
間
村
、
千
葉
縣
野
田
町
清
水
公
園
驛
前
」

宛
先
住
所「
府
下
落
合
町
下
落
合
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
東
葛
飾
郡
野
田
町
」

宛
先
住
所『
東
京
市
淀
橋
區
下
落
合
二
丁
目
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
新
井
小
三
郎
方
」

宛
先
住
所「
東
京
市
落
合
町
下
落
合
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
元
湯
、
髙
萩
コ
ウ
様
方
」

差
出
人
住
所「
千
葉
県
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
高
野
入
の
湯
」

差
出
人
住
所「
千
葉
県
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
」

差
出
人
住
所「
千
葉
縣
野
田
町
」

宛
先
住
所「
福
島
縣
石
城
郡
箕
輪
村
髙
野
」

※
表
中
の
差
出
人
名
の
字
体
に
つ
い
て
は
、資
料
に
使
わ
れ
て
い
る
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、本
文
中
の
表
記
と
一
部
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
ま
た
、本
表
に
掲
げ
た
資
料
の
並
び
は
、本
文
中
で
取
り
上
げ
た
順
番
に
揃
え
て
い
る
。
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（
28
）

（
29
） て

た
葉
書
が
み
ら
れ
る（
資
料
番
号
八
二
八
四―

一
九
、
新
井
敏
之
氏
寄
託
）。

佐
藤
真
編『
野
田
市
文
化
財
報
告
第
六
冊
　
野
田
の
醤
油
経
営
資
料
集
成
』野
田
市
郷
土
博
物
館
、

一
九
八
五
年
、
一
八
三
頁
。

髙
梨
忠
八
郎
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
良
樹「
戦
前
期
千
葉
県
・
神
奈
川
県
に
お
け
る
県
議
会
議
員
選
挙

の
結
果
に
つ
い
て
」（『
麗
沢
大
学
論
叢 

』一
〇
号
、
一
九
九
九
年
二
月
）を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
凡
例
》

一
、
表
や
史
料
中
の
人
名
は
原
文
に
倣
っ
た
。

一
、
本
文
中
の
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
表
記
を
用
い
た
。

　
①
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

　
②
変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め
た
。

　
③
句
読
点
は
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。

　
④
文
字
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
左
側
に
　
を
付
け
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
右
傍

　
　
に
記
し
た
。
ま
た
、
抹
消
し
た
文
が
判
読
不
能
の
場
合
は
■
で
記
し
た
。

　
⑤
誤
字
・
誤
用
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
原
史
料
通
り
表
記
し（
マ
マ
）と
記
し
た
。

　
⑥
加
筆
部
分
は「
　
」で
示
し
、
右
傍
に（
加
筆
）と
記
し
た
。

　
⑦
頭
注
は〔
＊
〕で
そ
の
位
置
を
示
し
、
記
載
内
容
を
そ
の
後
ろ
の
適
当
な
場
所
に〔
頭

　
　
注
＊
〕と
挿
入
し
た
。

一
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
地
番
は
伏
せ
て
い
る
。

一
、
史
料
の
中
に
は
、
差
別
的
な
表
現
を
歴
史
用
語
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
部
分
が

　
　
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
差
別
の
解
消
に
資
す

　
　
る
た
め
で
あ
る
。
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註（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

宮
内
貴
久『
家
相
の
民
俗
学
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
三
頁
。

村
田
あ
が『
江
戸
時
代
の
家
相
説
』雄
山
閣
、
一
九
九
九
年
、
六
一
〜
八
〇
頁
。

宮
内
貴
久「
明
治
期
の
家
相
見―

渋
谷
常
蔵
の
場
合―

」（
同
著『
家
相
の
民
俗
学
』吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
六
年
、
第
四
章
）。

『
国
指
定
名
勝
髙
梨
氏
庭
園　

昭
和
の
改
修
記
録　

二
八
代
主
の
美
学
』財
団
法
人
髙
梨
本
家
上
花

輪
歴
史
館
、
二
〇
〇
四
年
。

東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編『
東
洋
大
学
百

年
史　

通
史
編
Ⅰ
』学
校
法
人
東
洋
大
学
、
一
九
九
三
年
、
一
一
頁
。

『
東
洋
大
学
百
年
史　

通
史
編
Ⅰ
』七
九
頁
。

明
治
二
二
年
八
月「
改
正
学
科
表
」（『
東
洋
大
学
百
年
史　

通
史
編
Ⅰ
』一
五
三
頁
）。
西
洋
部
は
学
年

ご
と
に
受
講
科
目
が
変
わ
り
二
〇
科
目
が
あ
っ
た
。

日
本
学
・
支
那
学
・
印
度
学
に
つ
い
て
は
井
上
円
了
自
身
が
明
治
二
二
年
八
月「
哲
学
館
将
来
ノ
目

的
」の
な
か
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
日
本
学
中
ニ
ハ
史
学
・
文
学
・
宗
教
学
・
哲
学
ヲ
兼

修
セ
シ
メ
、
支
那
学
中
ニ
ハ
文
学
・
宗
教
学
・
哲
学
ヲ
兼
修
セ
シ
メ
、
印
度
学
中
ニ
ハ
宗
教
学
・

哲
学
ヲ
兼
修
セ
シ
メ
シ
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
支
那
学
モ
印
度
学
モ
皆
我
邦
ニ
伝
来
ス
ル
モ
ノ
ニ
ツ
イ

テ
教
授
ヲ
施
セ
リ
、
故
ニ
是
レ
皆
其
名
ハ
他
邦
ノ
学
ナ
ル
モ
其
実
我
邦
ノ
学
ナ
リ
、
唯
我
邦
ノ
学

問
中
ニ
日
本
在
来
ノ
モ
ノ
ト
支
那
伝
来
ノ
モ
ノ
ト
印
度
伝
来
ノ
モ
ノ
ヽ
別
ア
ル
ノ
ミ
、（
読
点
お
よ

び
中
黒
は
本
稿
執
筆
者
に
よ
る
）」（
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記

念
学
術
セ
ン
タ
ー
編『
東
洋
大
学
百
年
史　

資
料
編
Ⅰ
・
上
』学
校
法
人
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、

一
〇
二
頁
。

「
館
外
員
」は
私
立
哲
学
館
に
通
学
で
き
な
い
者
の
た
め
に
明
治
二
一
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で（
創

設
時
は
館
外
生
と
称
し
た
が
同
年
中
に
変
更
）、
テ
キ
ス
ト
で
あ
る『
哲
学
館
講
義
録
』を
購
読
し
、

試
験
を
受
け
る
こ
と
で
合
格
者
に
は
科
目
の
修
学
を
証
明
す
る
書
類
が
与
え
ら
れ
た
。
同
制
度
に
つ

い
て
は『
東
洋
大
学
百
年
史　

通
史
編
Ⅰ
』九
七
〜
一
〇
八
頁
を
参
照
。

井
上
円
了
の
妖
怪
学
に
つ
い
て
は『
東
洋
大
学
百
年
史　

通
史
編
Ⅰ
』五
四
頁
、
一
九
四
〜
二
〇
〇

頁
を
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
田
龍
堂
の
私
立
哲
学
館
哲
学
普
通
科
在
籍
中
に
は
明
治
二
三
年
四

月
に
開
講
し
た
第
一
回
の
日
曜
講
義
で
話
さ
れ
た「
妖
怪
総
論
」が
あ
り
、
哲
学
高
等
科
在
籍
中
に

は
明
治
二
六
〜
二
七
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た『
哲
学
館
第
七
学
年
度
講
義
録
』で
は
す
べ
て
井
上

円
了
の
妖
怪
学
に
関
す
る
講
義
が
掲
載
さ
れ
た
。

  『
東
洋
大
学
百
年
史　

通
史
篇
Ⅰ
』一
九
六
頁
。

  『
東
洋
大
学
百
年
史　

資
料
編
Ⅰ
・
上
』一
八
頁
。

野
田
醤
油
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編『
野
田
醤
油
株
式
会
社
三
十
五
年
史
』野
田
醤
油
株
式
会
社
、

一
九
五
五
年
、
九
六
頁
。

『
国
指
定
名
勝
髙
梨
氏
庭
園　

昭
和
の
改
修
記
録　

二
八
代
主
の
美
学
』財
団
法
人
髙
梨
本
家
上
花

輪
歴
史
館
、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
〜
一
一
頁
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社『
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
八
十
年
史
』キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
、
二

〇
〇
〇
年
、
六
七
〇
頁
の《
資
料
》「
工
場
、
出
先
営
業
部
門
等
の
変
遷
」を
参
照
。

『
野
田
醤
油
株
式
会
社
三
十
五
年
史
』一
〇
七
頁
。

建
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
野
田
市
市
民
会
館
建
物
基
本
調
査
結
果
報
告
書
』（
野
田
市
民
生
経
済

部
市
民
課
、
二
〇
〇
〇
年
）を
参
照
の
こ
と
。

村
松
貞
次
郎
・
近
江
榮
編『
近
代
和
風
建
築
』鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
七
六
〜
七
七
頁
。「
野

田
市
市
民
会
館
」の
項
目（
大
川
三
雄
・
述
）。

『
野
田
市
市
民
会
館
建
物
基
本
調
査
結
果
報
告
書
』野
田
市
民
生
経
済
部
市
民
課
、
二
〇
〇
〇
年
。
な

お
、
野
田
醤
油
株
式
会
社（
現
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
）は
、
髙
梨
兵
左
衛
門
家
、
茂
木
七
左

衞
門
家
、
茂
木
佐
平
治
家
、
茂
木
七
郎
右
衛
門
家
、
茂
木
房
五
郎
家
、
茂
木
勇
右
衞
門
家
、
茂
木

啓
三
郎
家
、
堀
切
紋
次
郎
家
の
一
族
八
家
の
合
同
に
よ
り
創
業
し
た（『
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社

八
十
年
史
』一
八
頁
、
七
九
頁
）。

市
山
盛
雄
編『
野
田
醤
油
株
式
会
社
二
十
年
史
』野
田
醤
油
株
式
会
社
、
一
九
四
〇
年
、
一
〇
七
頁
。

『
野
田
醤
油
株
式
会
社
二
十
年
史
』一
一
四
頁
。

『
野
田
醤
油
株
式
会
社
二
十
年
史
』一
一
七
頁
。『
野
田
醤
油
株
式
会
社
三
十
五
年
史
』一
一
二
頁
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
編『
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
八
十
年
史
』キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
六
七
〇
頁
の《
資
料
》「
工
場
、
出
先
営
業
部
門
等
の
変
遷
」を
参
照
。

倉
岡
衞
編『
岩
吉
ど
ん
九
十
一
年
の
生
涯―

戸
邉
織
太
郎
追
憶
録―

』（
戸
邉
織
太
郎
翁
追
憶
録
刊
行

会
、
一
九
七
七
年
）巻
末
の
、「
年
譜―

略
歴
と
九
十
一
年
間
の
主
な
出
来
事―

」を
参
照
。

平
成
二
八
年
度
特
別
展
図
録『
生
誕
一
四
〇
年　

染
谷
亮
作
と
川
間
村
〜
農
業
と
教
育
の
理
想
を
目

指
し
て
〜
』野
田
市
郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
、
四
五
頁
。
当
館
所
蔵「
染
谷
静
男
家
文
書
」資
料

番
号
六
二
六
一―

A―

〇
〇
一
三
。
当
館
所
蔵「
チ
ラ
シ（
野
田
・
清
水
公
園
の
い
ち
ご
つ
み
）」資
料

番
号
八
九
〇
二
。

上
花
輪
・
新
井
敏
之
家
文
書「
明
治
四
十
年
第
三
種
所
得
金
額
申
告
扣
」（
資
料
番
号
八
八
二
四―

四

三
、
新
井
敏
之
氏
寄
託
）。
な
お
、
後
年
に
子
息
の
新
井
一
郎
が「
小
三
郎
」を
名
乗
る
が
、
同
文
書

群
中
に
は
昭
和
九
年
の
資
料
に「
新
井
一
郎
」名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
朗
の
父
の
小
三
郎
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る（「
昭
和
六
年
乃
至
九
年
事
変
従
軍
記
章
之
証
」資
料
番
号
八
八
二
四―

五
）。

上
花
輪
・
新
井
敏
之
家
文
書
に
は
、
空
き
樽
の
注
文
の
た
め
に
柳
常
八
商
店
が
新
井
小
三
郎
に
宛
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を
開
始
し
て
い
る（
註
22
）。
株
式
会
社
創
業
時
に「
し
ょ
う
ゆ
部
門
」は
野
田
醤
油
の
第
一
七

工
場（
一
九
一
九
年
に
万
上
味
醂
株
式
会
社
に
編
入
）、「
み
り
ん
部
門
」は
万
上
味
醂
株
式

会
社
と
な
っ
た（
一
九
二
五
年
に
野
田
醤
油
株
式
会
社
万
上
味
醂
部
と
な
る
）（註
23
）。
な
お
、

表
中
の
堀
切
紋
次
郎
は
年
代
か
ら
七
代
当
主
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
野
田
在
住
の
差
出
人
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
桝
田

定
吉
と
戸
邉
五
右
衛
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
上
河
岸（
野
田
下
河
岸
）、
中
野
台
河
岸（
野
田

上
河
岸
）で
回
漕
業
を
営
ん
で
お
り
、
醤
油
の
原
料
お
よ
び
製
品
の
輸
送
に
携
わ
っ
て
い

た
人
物
で
あ
る
。

　
戸
邉
織
太
郎（
一
八
八
五
〜
一
九
七
六
）は
、
野
田
市
の
市
制
施
行
時
に
野
田
市
長
と

な
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
〇
歳
の
頃
よ
り
醤
油
醸
造
家
の
茂
木
房
五
郎

家
へ
奉
公
に
上
が
り
、
大
正
六
年
の
野
田
醤
油
株
式
会
社
創
業
以
降
は
、
昭
和
七
年
に
退

社
す
る
ま
で
、
同
社
の
社
員
と
し
て
勤
め
て
い
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る（
註
24
）。

　
柳
常
八
は
川
間
村
中
里
の
旧
家
で
代
々
苗
木
や
肥
料
を
扱
っ
て
い
た
人
物
で
、
昭
和
四

年
に
開
園
し
た
清
水
公
園
第
二
公
園
の
植
樹
を
担
当
し
た
と
い
う
。
清
水
公
園
内
に
約
二

万
坪
の
い
ち
ご
園
を
経
営
し
て
お
り
、
い
ち
ご
狩
り
は
昭
和
初
期
に
お
け
る
清
水
公
園
の

名
物
で
あ
っ
た（
註
25
）。

　
新
井
小
三
郎
は
、
明
治
期
よ
り
野
田
で
明
樽
商
を
営
ん
で
い
た
人
物
で（
註
26
）、
前
述
の

柳
常
八
と
は
商
売
上
の
取
引
き
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
註
27
）。
そ
し
て
、「
新
井
小
三

郎
方
」の
新
井
次
郎
は
小
三
郎
の
子
息
に
な
る
と
い
う
。
新
井
次
郎
が
宛
て
た
葉
書
も
、

中
田
龍
堂
と
の
関
わ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
内
容
な
の
で
、
そ
の
文
面
を
次
に
挙
げ
て

お
き
た
い
。

《
資
料
４
》

　
　
拝
啓
、
本
日
ハ
態
々
御
立
寄
種
々
御
世
話
に
相
成
リ
難
有
存
じ
候
、
尚
ほ
少
々
御
話

　
　
参
リ
度
義
有
之
、
来
ル
十
一
月
四
日
午
前
中
御
伺
い
た
し
度
ニ
付
御
在
宅
願
上
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々

　
　
　
　
十
月
廿
八
日

　
鈴
木
又
七
は
、
野
田
醤
油
株
式
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た「
大
正
七
年
度
樽
屋
名
簿
」

の
中
に
、
醤
油
醸
造
家
・
茂
木
七
郎
右
衛
門
家
に
納
入
し
て
い
た「
樽
芳
　
鈴
木
又
七
」と

し
て
名
前
が
見
ら
れ
る（
註
28
）。

　
昭
和
三
年
に
千
葉
県
議
会
議
員
に
政
友
会
か
ら
当
選
し
た
人
物
で
あ
る
髙
梨
忠
八
郎
が

差
し
出
し
た
葉
書
は
、
那
須
塩
原
温
泉
の
絵
は
が
き
で
、
通
信
欄
に「
当
地
塩
の
湯
ハ
気

候
余
り
に
冷
気
に
て
私
ハ
神
経
痛
を
病
み
却
て
困
難
い
た
し
候
ニ
付
去
る
七
日
一
先
つ
当

地
を
引
上
げ
海
岸
地
方
へ
転
居
す
る
つ
も
り
に
て
途
中
郷
里
に
立
寄
り
申
候
」と
記
さ
れ

て
い
る（
註
29
）。
こ
の
葉
書
は
、
療
養
の
た
め
に
那
須
に
い
た
髙
梨
忠
八
郎
が
転
居
を
す
る

際
の
も
の
で
、
家
相
の
鑑
定
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
中
田
龍
堂
と
の
親
交
を
窺
う

こ
と
が
で
き
、
顧
客
の
一
人
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
他
の
二
名
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
詳
細
が
判
明
し
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
課
題

　
本
稿
で
は
、
大
正
〜
昭
和
初
期
に
か
け
て
家
相
見
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
中
田
龍
堂
に

つ
い
て
、
そ
の
経
歴
と
野
田
に
お
け
る
家
相
見
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
髙
梨
兵
左

衛
門
家
以
外
に
も
、
茂
木
佐
平
治
家
な
ど
他
の
醤
油
醸
造
家
に
お
い
て
中
田
龍
堂
が
家
相

な
ど
を
占
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
回
漕
業
や
製
樽
業
な

ど
、
そ
の
他
の
醤
油
醸
造
業
に
関
わ
っ
て
い
た
人
々
も
中
田
龍
堂
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
と
は
言
え
、
今
後
の
課
題
は
多
い
。
本
稿
で
紹
介
し
た
野
田
と
流
山
以
外
の
差
出
人
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
中
田
龍
堂
の
活
動
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
迷
信
の
打
破
を
目
指
し
て
い
た
と
さ
れ
る
井
上
円
了
の
妖
怪
学
研
究
は
、
家
相
見
と

し
て
の
中
田
龍
堂
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
田
龍
堂
に
関
す
る

調
査
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
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に
あ
た
る
茂
木
七
左
衞
門
家
か
ら
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
分
家
し
、
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）
よ
り
醤
油
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
（
註
16
）。
後
に
野
田
醤
油
株
式
会
社
の
商
標
と

な
る
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
」
は
、
当
家
の
本
印
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
中
田
龍
堂
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
茂
木
佐
平
治
家
の
住
宅
は
、
平
成
九

年
に
「
野
田
市
市
民
会
館
（
旧
茂
木
佐
平
治
家
住
宅
）
主
屋
ほ
か
」
と
し
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
註
17
）。
こ
の
建
物
と
中
田
龍
堂
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
現

存
す
る
近
代
の
木
造
建
築
に
つ
い
て
〝
近
代
和
風
建
築
〞
と
し
て
評
価
し
紹
介
し
た
『
近

代
和
風
建
築
』
の
な
か
で
、「
建
物
の
完
成
は
大
正
一
一
〜
一
三
年
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
家
相
の
相
談
役
と
し
て
で
あ
ろ
う
が
占
い
師
・
中
田
竜
堂
の
名
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
大
工
棟
梁
・
神
原
鍋
太
郎
は
こ
の
仕
事
の
最
中
に
事
故
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
（
註
18
）。

　

中
田
龍
堂
関
係
資
料
に
は
、
同
家
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
、
葉
書
の
ほ
か
に
、
上
棟
式

記
念
の
枡
（
後
掲
写
真
参
照
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
枡
に
は
墨
書
で
「
大
正
十
一
年

一
月
五
日　

茂
木
家
上
棟
式
」、「
棟
梁
神
原
鍋
太
郎
、同
岡
本
善
次
郎
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
上
棟
式
は
大
正
五
〜
一
一
年
の
う
ち
に

行
わ
れ
、
棟
梁
は
「
竹
本
善
太
郎
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
註
19
）、
葉
書
の
存
在
と

先
ほ
ど
の『
近
代
和
風
建
築
』の
記
述
を
併
せ
る
と
、本
資
料
中
の
墨
書「
茂
木
家
上
棟
式
」

が
茂
木
佐
平
治
家
に
該
当
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
、
差
出
人
が
中
田
龍
堂
の
顧
客
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
葉
書
を

二
点
紹
介
し
た
い
。
茂
木
房
五
郎
が
差
し
出
し
た
葉
書
の
文
面
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
資
料
２
》

　
　

拝
啓
、
時
下
御
免
下
さ
れ
度
候
、
扨
々
日
増
に
良
き
時
候
に
相
成
候
処
、
先
生
様
に

　
　

は
其
の
後
御
機
嫌
如
何
遊
さ
れ
候
哉
御
伺
ひ
申
上
候
、
就
ま
し
て
は
新
築
の
件
に
候

　
　

へ
共
来
年
の
十
月
ま
で
に
は
全
部
仕
上
げ
ら
れ
る
事
な
れ
ば
仕
上
て
移
転
を
致
し
た

　
　

方
が
よ
ろ
し
い
の
で
せ
う
か
、
若
し
都
合
に
依
り
ま
し
た
ら
或
る
一
部
分
だ
け
に
て

　
　

も
全
部
仕
上
ら
な
く
と
も
差
つ
か
い
御
座
い
ま
せ
ぬ
か
、
毎
度
御
手
数
恐
入
候
へ
共

　
　

御
調
べ
を
下
さ
い
ま
し
て
御
返
事
を
下
さ
れ
度
願
ひ
上
候
、

　
　

先
は
不
取
敢
御
願
ひ
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　

こ
れ
は
茂
木
房
五
郎
が
中
田
龍
堂
に
対
し
て
、
住
宅
の
新
築
に
伴
う
移
転
の
時
期
に
つ

い
て
伺
い
を
立
て
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
茂
木
房
五
郎
家
は
、
文
政
四
年
に
茂
木
七
郎
右

衛
門
家
か
ら
分
か
れ
た
家
で
、
安
政
二
年
に
野
田
の
醤
油
醸
造
発
祥
と
い
わ
れ
る
飯
田
市

郎
兵
衛
の
亀
屋
蔵
を
借
り
受
け
て
醤
油
の
仕
込
み
を
始
め
、「
ミ
ナ
カ
ミ
」
を
本
印
と
し

た
家
で
あ
る
。
西
蔵
・
東
蔵
・
恵
比
寿
蔵
を
有
し
て
お
り
、
株
式
会
社
創
業
後
に
そ
れ
ぞ

れ
第
五
工
場
・
第
四
工
場
・
第
一
八
工
場
と
な
っ
た
。
な
お
、
後
掲
の
表
中
に
茂
木
和
三

郎
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
同
家
は
明
治
三
九
年
に
房
五
郎
家
か
ら
分
か
れ
た
家
で
あ
る

（
註
20
）。

　

続
い
て
、
流
山
町
の
堀
切
あ
さ
が
差
し
出
し
た
葉
書
を
紹
介
す
る
。

《
資
料
３
》

　
　

拝
啓
、
先
生
其
後
如
何
ニ
凌
か
せ
ら
れ
候
や
、
と
か
く
御
あ
ん
じ
申
居
候
処
、
先
日

　
　

野
田
へ
参
り
候
折
先
生
の
御
様
子
伺
候
へ
ば
、
御
全
快
御
床
払
の
由
御
目
出
度
存
上

　
　

候
、
ぜ
ひ
春
暖
か
な
る
相
成
候
へ
ば
御
光
来
の
程
御
待
申
上
候
、
猶
今
日
私
宅
両
人

　
　

髙
梨
御
占
下
さ
れ
難
有
御
厚
礼
申
上
候
、い
つ
れ
御
目
も
じ
何
か
と
万
々
申
候
へ
共
、

　
　

日
増
寒
気
烈
し
く
相
成
候
故
御
身
体
御
大
切
の
や
う
御
願
申
上
候
、
御
令
閨
様
へ
よ

　
　

ろ
し
く
御
伝
願
奉
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
山
町　

堀
切
あ
さ

　

堀
切
あ
さ
は
、
髙
梨
兵
左
衛
門
家
よ
り
明
治
一
四
年
に
分
か
れ
た
髙
梨
政
之
助
家
か
ら

流
山
の
六
代
堀
切
紋
次
郎
へ
嫁
い
だ
人
物
で
あ
る（
註
21
）。
後
掲
の
表
中
に
は
髙
梨
政
之
助

の
名
前
も
見
ら
れ
る
。

　

堀
切
紋
次
郎
家
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
堀
切
浅
右
衛
門
家
よ
り
分
れ
て
流
山

に
移
住
し
、
三
代
茂
木
佐
平
治
の
次
女
を
娶
っ
て
興
し
た
家
で
あ
る
。
酒
・
醤
油
・
み
り

ん
の
醸
造
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
白
味
醂
は
髙
梨
家
の
支
援
を
得
て
文
化
一
一
年
に
発
売

（
マ
マ
）
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大
学
卒
業
後
の
明
治
一
九
年
に
同
学
内
で
不
思
議
研
究
会
を
発
足
し
、
私
立
哲
学
館
を
創

立
し
た
後
も
妖
怪
学
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
講
義
録
や
講
演
集
と
し
て
発

行
し
て
い
る（
註
10
）。

　
井
上
円
了
は
妖
怪
学
を
八
つ
の「
類
」に
分
け
、
そ
の
な
か
に
細
か
い「
種
」を
設
け
て
分

類
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
四
類「
純
正
哲
学
部
門
」に「
偶
合
篇
」「
陰
陽
篇
」「
占
考

篇
」「
卜
筮
篇
」「
鑑
術
篇
」「
相
法
篇
」「
暦
日
篇
」「
吉
凶
篇
」を
設
け
て
い
る（
註
11
）。
明
治
二
六

年
一
一
月
に
は
私
立
哲
学
館
内
に
妖
怪
研
究
会
が
設
立
さ
れ
、
明
治
三
三
年
四
月
か
ら
は

『
妖
怪
学
雑
誌
』の
発
行
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
会
則
の
第
三
条

（
科
目
）で
は
、「
凡
ソ
四
百
余
種
」あ
る
研
究
項
目
の
う
ち
三
〇
項
目
を
挙
げ
て
お
り
、
そ

の
な
か
に
は「
陰
陽
」「
五
行
」「
家
相
」「
鬼
門
」「
方
位
」「
吉
凶
」「
禍
福
」が
含
ま
れ
て
い
る（
註

12
）。
妖
怪
研
究
会
の
主
な
研
究
と
し
て
家
相
師
と
し
て
必
要
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
明
治
三
一
年
よ
り「
易
学
及
家
相
学
研
究
ノ
為
メ
諸
国
ヲ
遊
歴
」し
て
い
た
中

田
龍
堂
も
妖
怪
研
究
会
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　「
履
歴
書
」は
大
正
一
四
年
ま
で
し
か
記
載
が
な
い
が
、
寄
贈
者
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
れ

ば
、
中
田
龍
堂
は
、
昭
和
一
〇
年
に
持
病
の
養
生
の
た
め
福
島
県
石
城
郡
の
鉱
泉「
神
泉

亭
」の
ほ
ど
近
く
に
自
ら
の
設
計
で
別
荘
を
建
て
余
生
を
過
ご
し
、
昭
和
一
一
年（
一
九
三

六
）一
月
三
〇
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

中
田
龍
堂
と
醤
油
醸
造
家

　
続
い
て
、
中
田
龍
堂
が
家
相
見
と
し
て
野
田
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の

か
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
田
龍
堂
関
係
資
料
の
寄

贈
を
受
け
る
以
前
に
鑑
定
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
は
、
醤
油
醸
造
家
の
髙
梨

兵
左
衛
門
家
の
住
宅
で
あ
る
。
髙
梨
兵
左
衛
門
家
は
、
大
正
六
年（
一
九
一
七
）に
野
田
醤

油
株
式
会
社（
現
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
）を
創
業
し
た
野
田
・
流
山
の
醤
油
醸
造
家

八
家
に
含
ま
れ
る
旧
家
で
あ
る
。
こ
こ
で
同
家
の
家
相
図
と
中
田
龍
堂
の
関
わ
り
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
髙
梨
兵
左
衛
門
家
は
、
古
く
か
ら
上
花
輪（
現
・
野
田
市
上
花
輪
）の
地
に
居
住
し
、
江

戸
時
代
は
上
花
輪
村
の
名
主
で
あ
り
、
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）よ
り
醤
油
醸
造
業
を
営
ん

で
き
た
家
で
あ
る（
註
13
）。
髙
梨
家
に
は
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）、
天
保
六
年（
一
八
三

五
）、
大
正
七
年
、
昭
和
五
年
の「
屋
敷
絵
図
」（
家
相
図
）が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
大
正
七
年「
一
家
相
百
分
一
縮
図
　
髙
梨
家
本
邸
」を
作
成
し
た
人
物
が
中
田
龍
堂
で

あ
っ
た（
註
14
）。

　
野
田
醤
油
株
式
会
社
の
創
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が「
家
業
」と
し
て
個
別
に
経
営
を
行
っ
て

い
た
醤
油
醸
造
家
に
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
髙
梨
兵
左
衛
門

家
で
は
昭
和
三
〜
六
年
に
か
け
て
大
規
模
な
住
宅
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

そ
れ
ま
で
の
店
舗
兼
住
宅
か
ら
私
的
住
宅
へ
、「
職
住
分
離
」を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
の
大
正
七
年
に
中
田
龍
堂
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
家
相
図
の

作
成
は
、
現
状
の
家
運
を
鑑
定
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
天
保
六
年
と
大
正

七
年
の
家
相
図
を
比
較
す
る
と
、
住
宅
自
体
の
相
違
点
の
ほ
か
に
、
住
宅
脇
の
醤
油
蔵
が

大
正
七
年
の
家
相
図
か
ら
除
か
れ
、
記
載
範
囲
が
変
化
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現

在
、
髙
梨
本
家
上
花
輪
歴
史
館
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所
は
、
髙
梨
本
家
個
人

経
営
時
代
は
ジ
ョ
ウ
ジ
ュ
ウ
本
蔵
で
、
株
式
会
社
創
業
後
は
第
一
一
工
場
と
な
っ
た（
註
15
）。

野
田
醤
油
株
式
会
社
の
創
業
は
、
二
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
髙
梨
兵
左
衛

門
家
の「
家
業
」の
形
態
と
と
も
に
、
実
質
的
な
屋
敷
地
の
範
囲
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
自
家
の
家
運
を
鑑
定
す
る
た
め
に
天
保
六
年
以
来
、
八
三
年
ぶ
り
に
家
相
図
を
作
成

さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
中
田
龍
堂
関
係
資
料
に
は
、
中
田
龍
堂
に
宛
て
ら
れ
た
六
四
通
の
葉
書
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
中
に
、
差
出
人
の
住
所
が
野
田
町
、
ま
た
は
流
山
町
の
葉
書
一
七
通
が
存
在
し

て
い
る（
末
尾
に
掲
載
の《
表
》野
田
・
流
山
居
住
者
か
ら
中
田
龍
堂
に
差
し
出
さ
れ
た
葉

書
一
覧
、
を
参
照
）。

　
葉
書
の
内
容
は
、
年
始
の
挨
拶
や
暑
中
見
舞
い
な
ど
が
一
文
で
簡
潔
に
記
さ
れ
た
も
の

が
中
心
で
あ
る
が
、
中
田
龍
堂
の
顧
客
と
し
て
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
内
容
の
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
。
現
在
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、
差
出
人
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

く
。

　
髙
梨
兵
左
衛
門
家
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
続
い
て
、
茂
木
佐
平
治
家

に
つ
い
て
触
れ
る
。
同
家
は
野
田
町（
現
・
野
田
市
野
田
）の
醤
油
醸
造
家
で
あ
り
、
本
家
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文
久
二
年（
一
八
六
二
）に
生
ま
れ
た
中
田
龍
堂（
本
名
・
辰
蔵
）は
、
明
治
三
一（
一
八

九
八
）年
に
諸
国
遊
歴
の
旅
に
出
る
ま
で
、
福
島
県
内
の
小
学
校
に
勤
め
て
お
り
、
家
相

見
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
は
千
葉
県
山
武
郡
大
網
町
を
拠
点
に
易
断
お
よ
び
家
相
の

鑑
定
を
始
め
た
明
治
三
五
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
田
龍
堂
が
拠
点
に
選
ん
だ
こ
の

地
に
は
、
妻
の
実
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
は
漢
学
を
教
え
る
私
塾
を

開
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
東
京
に
拠
点
を
構
え「
家
相
専
門
ノ
鑑
定
」を
始
め
た
の
は
大

正
四
年（
一
九
一
五
）か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
中
田
龍
堂
の
活
動
拠
点
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。「
履
歴
書
」の
記
述
に

よ
れ
ば
、
大
正
四
年
に
東
京
府
下
渋
谷
町
に
移
る
ま
で
は
千
葉
県
山
武
郡
大
網
町
を
本
拠

と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
中
田
龍
堂
関
係
資
料
に
は
家
相
図
が
四
点
含
ま
れ
て
い
る
。
鑑
定
の
依
頼
者
は
す
べ

て
、
中
田
龍
堂
が
明
治
三
五
年
に
拠
点
を
置
い
た
千
葉
県
山
武
郡
の
住
民
で
、
作
成
年
は

三
点
が
明
治
三
六
年
、
一
点
が
明
治
四
三
年
で
あ
る
。
家
相
図
に
署
名
さ
れ
た
中
田
龍
堂

の
居
所
に
注
目
す
る
と
、
明
治
三
六
年
に
作
成
さ
れ
た
三
点
に
は
、
い
ず
れ
も「
東
京
下

谷
区
谷
中
初
音
町
住
」、
明
治
四
三
年
の
一
点
は「
上
総
大
網
住
」と
表
記
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
東
京
の
下
谷
区
谷
中
に
つ
い
て「
履
歴
書
」に
は
記
載
が
な
い
た
め
、
活
動
の
本
拠
は

大
網
町
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
点
で
東
京
に
も
拠
点
を
持
っ
て

い
た
こ
と
は
、
中
田
龍
堂
が
千
葉
と
東
京
で
活
動
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
田
龍
堂
は
大
正
半
ば
か
ら
昭
和
初
頭

に
か
け
て
、
野
田
に
お
い
て
醤
油
醸
造
家
の
家
相
図
を
作
成
す
る
が
、
東
京
に
も
拠
点
を

置
い
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
機
会
を
得
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

さ
て
、
中
田
龍
堂
の
経
歴
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
二
年
の
私
立
哲
学
館

へ
の
入
学
で
あ
る
。
私
立
哲
学
館
は
、
明
治
二
〇
年
九
月
に
学
校
法
人
東
洋
大
学
の
起
源

と
し
て
本
郷
に
創
立
し
た
私
立
学
校
で
あ
る
。
創
立
者
の
井
上
円
了
は
、
安
政
五
年（
一

八
五
八
）二
月
に
新
潟
県
に
あ
る
寺
院
の
住
職
の
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る（
註
５
）。
住
職
の

後
継
者
と
し
て
得
度
し
真
宗
大
谷
派
の
僧
籍
を
取
得
し
、
京
都
に
設
立
さ
れ
た
真
宗
大
谷

派
の
教
師
学
校
か
ら
東
京
留
学
生
と
し
て
明
治
一
一
年
に
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
、
一

四
年
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
、
一
八
年
に
卒
業
、
教
団
か
ら
の
要
請
を
固
辞

し
、
私
立
哲
学
館
の
創
立
に
至
る
。

　

私
立
哲
学
館
は
、
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
場
所
が
帝
国
大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
現

状
に
対
し
て
、「
帝
国
大
学
の
課
程
の
よ
う
な
長
い
修
学
期
間
を
経
過
す
る
ほ
ど
の
資
力
を

持
た
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
原
書
を
解
す
る
だ
け
の
語
学
修
得
の
時
間
的
余
裕
の
な
い
も

の
」の
た
め
に
開
校
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た（
註
６
）。
当
時
の
哲
学
館
生
は
、
一
年
か
ら

三
年
ま
で
必
修
と
し
て
東
洋
部
と
西
洋
部
の
両
方
の
学
科
目
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
、

東
洋
部
に
は
日
本
学
・
支
那
学
・
印
度
学
の
三
科
目
、
西
洋
部
に
は
社
会
学
・
倫
理
学
・

教
育
学
・
純
正
哲
学
な
ど
が
存
在
し
て
い
た（
註
７
）。

　

中
田
龍
堂
の「
履
歴
書
」に
は「
日
本
哲
学
・
支
那
哲
学
・
印
度
哲
学
・
西
洋
哲
学
」と
記

さ
れ
て
お
り
、「
西
洋
哲
学
」に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

東
洋
部
の
三
科
目
が
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
註
８
）。
な
お
、「
履
歴
書
」に
は
私
立
哲
学

館
で
の
修
学
前
後
に
福
島
県
内
の
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
記
述
が
あ
る
。
私
立
哲
学
館
で

は
、
東
京
の
校
舎
に
通
い
受
講
す
る「
館
内
員
」の
ほ
か
に
当
時
か
ら「
館
外
員
」と
い
う
通

信
教
育
の
制
度
が
存
在
し
て
お
り
、
中
田
龍
堂
の
修
学
が
同
制
度
を
利
用
し
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る（
註
９
）。

　

ま
た
、
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
中
田
龍
堂
が
ど
の
時
点
か
ら
家
相
見
を
目
指
す
こ
と
と

な
っ
た
の
か
、
そ
の
き
っ
か
け
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
私
立
哲
学
館
で
の
修
学
が
そ
の

後
の
中
田
龍
堂
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
な
か
で
も
否
応
な
く
想
起

さ
れ
る
の
が
井
上
円
了
に
よ
る
妖
怪
学
研
究
と
の
関
連
性
で
あ
ろ
う
。
井
上
円
了
は
東
京

（
加
筆
）
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は
じ
め
に　

　

家
相
説
と
は
、「
屋
敷
地
の
形
状
や
そ
こ
に
植
え
ら
れ
る
樹
木
、
あ
る
い
は
住
宅
・
付
属

建
物
・
屋
内
施
設
・
屋
外
施
設
に
つ
い
て
、
地
形
や
位
置
、
時
間
の
運
行
な
ど
か
ら
、
そ

こ
に
居
住
す
る
人
々
の
幸
福
を
招
き
同
時
に
災
厄
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
考

え
方
」と
定
義
さ
れ
て
い
る（
註
１
）。
屋
敷
地
、
家
屋
や
そ
の
付
属
施
設
な
ど
の
平
面
図
に
、

方
位
ご
と
の
吉
凶
判
断
を
記
し
た
も
の
が
家
相
図
で
、
家
相
見
、
ま
た
は
家
相
師
、
方
位

師
な
ど
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
村
田
あ
が
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の

家
相
見
に
つ
い
て
は
松
浦
東
鶏
、
松
浦
琴
鶴
な
ど
が
主
に
家
相
書
の
著
者
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る（
註
２
）。

　

近
代
以
降
の
家
相
見
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
宮
内
貴
久
が
主
に
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代

末
に
か
け
て
山
形
県
置
賜
地
方
で
家
相
見
を
行
っ
た
渋
谷
常
蔵（
一
八
六
九
〜
一
九
三
一
）

を
事
例
に
、
自
ら
が
著
し
た『
渋
谷
常
蔵
一
代
記
』や
作
成
し
た
家
相
図
、
お
よ
び
蔵
書
の

内
容
な
ど
を
分
析
し
て
い
る（
註
３
）。
家
相
見
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
か
ら
家
相
図
作
成

の
経
緯
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
住
居
観
な
ど
ま
で
詳
細
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
中
田
龍
堂
は
、
野
田
の
醤
油
醸
造
家
・
髙
梨
兵
左
衛
門
家
に
残
さ
れ

た
家
相
図
の
作
成
者
と
し
て
そ
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の（
註
４
）、
ど
の
よ
う
な
人

物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
生
没
年
な
ど
も
含
め
て
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
平

成
二
九
年
、
中
田
龍
堂
の
子
孫
の
方
よ
り
、
家
相
見
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
際
の
文

書
や
判
子
な
ど
の
資
料
に
つ
い
て
、「
中
田
龍
堂
関
係
資
料
」（
資
料
番
号
九
一
二
九
）と
し

て
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
中
田
龍
堂
の
経
歴
な
ど
が
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
中
田
龍
堂
が
ど
の
よ
う
な
経
歴
に
よ
っ
て
家
相
見
と
し
て

活
動
を
行
っ
た
の
か
を「
履
歴
書
」か
ら
確
認
す
る
。
続
い
て
、
野
田
の
醤
油
醸
造
家
な
ど

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
中
田
龍
堂
に
宛
て
ら
れ
た
葉
書
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。

中
田
龍
堂
と
私
立
哲
学
館

　

ま
ず
、
中
田
龍
堂
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
経
歴
に
関
す
る
資
料
と

し
て「
履
歴
書
」を
紹
介
す
る
。

《
資
料
１
》

　
　
　
　
　
　
　

履
歴
書

　
　
　
　
　
　
　
　

原
籍
福
島
県
石
城
郡
小
名
浜
町
古
港

　
　
　

現
住
東
京
府
豊
多
摩
郡　
　
　
　
　

中　

田　

辰　

蔵

　
　
　
　
　
　
　

落
合
町
下
落
合　
　
　
　
　
　

文
久
二
年
五
月
十
五
日
生

　
　
　

一　

明
治
三
年
五
月
、
福
島
県
石
城
郡
小
名
浜
町
私
立
弘
文
塾
ニ
入
リ
漢
学
ヲ
修

　
　
　
　
　

習
ス
、

　
　
　

一　

明
治
十
九
年
三
月
、
福
島
県
南
会
津
郡
旭
田
村
公
立
音
金
小
学
校
授
業
生
ヲ

　
　
　
　
　

拝
命
ス
、
月
給
金
参
円
五
拾
銭
ヲ
給
セ
ラ
ル
、

　
　
　

一　

明
治
二
十
二
年「
九
月
十
五
日
」、
東
京
本
郷
区
龍
岡
町
私
立
哲
学
館
ニ
入
リ

               

日
本
哲
学
・
支
那
哲
学
・
印
度
哲
学
・
西
洋
哲
学
ヲ
修
学
ス
、

　
　
　

一　

明
治
二
十「
■
」年
七
月
、
哲
学
普
通
科
卒
業
、

　
　
　

一　

明
治
二
十
五
年
九
月
、
哲
学
高
等
科
ニ
入
リ
支
那
哲
学
ヲ
専
修
ス
、

　
　
　

一　

明
治
二
十
七
年｢

八
月｣

、
福
島
県
南
会
津
郡
旭
田
村
公
立
音
金
小
学
校
助
教

　
　
　
　
　

員
ヲ
拝
命
シ
月
給
金
七
円
ヲ
給
セ
ラ
ル
、

　
　
　

一　

明
治
三
十
一
年
、
易
学
及
家
相
学
研
究
ノ
為
メ
諸
国
ヲ
遊
歴
ス
、

〔
＊
〕　

一　

明
治
三
十
五
年
、
千
葉
県
山
武
郡
大
網
町
私
塾
ヲ
立
テ
漢
学
ヲ
教
授
ス
傍
、

　
　
　
　
　

易
断｢
及｣

家
相
ノ
鑑
定
ヲ
ナ
ス
、

【
所
蔵
資
料
紹
介
】

　
　
　
　
　
野
田
に
お
け
る
家
相
見
・
中
田
龍
堂
の
活
動̶

̶

中
田
龍
堂
関
係
資
料
か
ら̶

̶

寺
内　

健
太
郎（
野
田
市
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

（
加
筆
）

（
加
筆
）

四

（
加
筆
）
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